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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 72,554 6.0 △1,722 ― △2,446 ― △2,837 ―

22年3月期第3四半期 68,426 △12.7 △4,557 ― △4,534 ― △4,818 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △72.40 ―

22年3月期第3四半期 △122.90 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 117,987 57,735 48.7 1,467.93
22年3月期 106,504 60,760 56.9 1,545.39

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  57,512百万円 22年3月期  60,567百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
23年3月期 ― 5.00 ―

23年3月期 
（予想）

5.00 10.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 112,000 3.3 2,000 416.8 1,900 651.0 900 ― 22.96



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 39,540,000株 22年3月期  39,540,000株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  360,972株 22年3月期  347,902株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 39,187,114株 22年3月期3Q 39,203,729株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国市場の需要拡大や経済対策等により緩やかな

回復基調にあるものの、長引く欧米経済の減速や円高の進展を背景に、回復ペースは鈍化しており、先行

きの不透明感は依然続いております。 

医療機器業界におきましても、国内では診療報酬全体の引き上げが行われたものの、米国・欧州経済の

減速や円高の進展により、厳しい経営環境が続いております。 

当社グループは、このような厳しい市場環境の中でも、特長ある新製品の拡販や一層のコスト削減に努

めてまいりました。 

この結果、第３四半期連結累計期間の売上高は72,554百万円と対前年同期比6.0％の増収となり、営業

損失1,722百万円（前年同期は営業損失4,557百万円）、経常損失2,446百万円（前年同期は経常損失4,534

百万円）、四半期純損失2,837百万円（前年同期は四半期純損失4,818百万円）と収益も改善いたしまし

た。 

  
（事業別売上高の概況） 

医療機器事業は、ＭＲイメージング装置は前年を下回りましたが、Ｘ線装置・Ｘ線ＣＴ装置・診断用超

音波装置などが前年同期を上回りました。  

Ｘ線装置は国内でデジタル透視撮影システムEXAVISTA、胃部集団検診Ｘ線システムが好調で前年同期を

上回りました。Ｘ線ＣＴ装置は、新製品の64スライスＣＴ装置SCENARIAの増加、及び国内診療報酬引き上

げの影響もあり、16スライスＣＴ装置ECLOSが好調で前年同期を上回りました。診断用超音波装置は、国

内では新製品の普及機HI VISION Aviusが、中国では高級機HI VISION Preirusが好調で前年同期を上回り

ました。 

この結果、全体では、前年同期比4,958百万円（8.0％増）増の66,595百万円となりました。 

医療情報システム事業は、国内連結子会社の日立メディカルコンピュータ（株）の医事会計システムな

どが前年同期を下回ったことから、前年同期比830百万円（12.2％減）減の5,959百万円となりました。 

  
（国内・海外売上高の概況） 

国内売上高は、Ｘ線装置・Ｘ線ＣＴ装置・診断用超音波装置など医療機器事業が前年同期を上回り、前

年同期比4,274百万円（10.1％増）増の46,759百万円となりました。 

海外売上高は、海外経済の減速や為替の影響を受け、北米市場ではＭＲイメージング装置・サービス収

入の減少により11.3％減、欧州市場では診断用超音波装置、Ｘ線ＣＴ装置が低迷し19.4％減となりまし

た。 

一方、アジア市場他では中国市場を中心に診断用超音波装置やＭＲイメージング装置が好調で53.6％増

となりました。 

この結果、全体では前年同期比146百万円（0.6％減）減の25,795百万円となりました。 

  

当第３四半期末の財政状態は、総資産が前連結会計年度末と比べて11,483百万円増加し、117,987百万

円となりました。これは、現金及び預金の23,525百万円増加、受取手形及び売掛金の11,230百万円減少な

どによるものです。 

負債は、前連結会計年度末と比べて14,508百万円増加し、60,252百万円となりました。これは短期借入

金の23,024百万円増加、支払手形及び買掛金の8,371百万円減少などによるものです。 

純資産は、前連結会計年度末と比べて3,025百万円減少し、57,735百万円となりました。これは、主と

して利益剰余金の3,228百万円減少、その他有価証券評価差額金の1,012百万円増加、為替換算調整勘定の

830百万円減少などによるものです。 

  

今後の見通しにつきましては、引き続き北米・欧州の景気回復は不透明で、円高も続くと思われます

が、利益率の高い新製品の売上増による原価率改善や経費削減効果もあり、平成22年４月27日の公表値か

ら修正はありません。 

なお、アロカ株式会社との企業結合による業績影響額は現在精査中であり、確定後速やかに公表いたし

ます。  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

1.固定資産の減価償却費の算定方法   

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按

分する方法によっております。 

  

2.税金費用の計算 

当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 但し、見積実効税率を使用できない会社については、法定実効税率を使用しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

1.連結子会社の事業年度等に関する事項の変更 

従来、連結子会社のうち決算日が12月31日である、日立医療器械(北京)有限公司、日立医療（広州）

有限公司、日立医療系統（蘇州）有限公司の３社については同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日

との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っておりましたが、連結財務情報のより

適正な開示を図るために、第１四半期連結会計期間より四半期連結決算日現在で仮決算を行ない連結す

る方法に変更しております。この仮決算の実施により、当第３四半期連結累計期間は平成22年１月１日

から平成22年12月31日までの12ヶ月間を連結しております。 

  

2.会計処理基準に関する事項の変更 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日）を適用しております。 

 なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。また、当会計基準等の適用開始による資産除

去債務の変動額は80百万円であります。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 30,315 6,790

受取手形及び売掛金 23,101 34,331

商品及び製品 12,520 11,644

仕掛品 8,092 7,931

原材料及び貯蔵品 9,686 8,360

預け金 － 5,936

その他 5,097 4,377

貸倒引当金 △405 △494

流動資産合計 88,406 78,875

固定資産

有形固定資産 14,486 14,918

無形固定資産

のれん 1,940 2,029

その他 7,777 6,109

無形固定資産合計 9,717 8,138

投資その他の資産

その他 5,409 4,604

貸倒引当金 △31 △31

投資その他の資産合計 5,378 4,573

固定資産合計 29,581 27,629

資産合計 117,987 106,504

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,359 23,730

短期借入金 23,024 －

未払法人税等 281 249

製品保証引当金 1,133 1,140

その他 8,511 9,093

流動負債合計 48,308 34,212

固定負債

退職給付引当金 9,544 9,131

役員退職慰労引当金 218 308

その他 2,182 2,092

固定負債合計 11,944 11,532

負債合計 60,252 45,744
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 13,884 13,884

資本剰余金 21,210 21,210

利益剰余金 28,191 31,419

自己株式 △445 △435

株主資本合計 62,840 66,077

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △291 △1,303

土地再評価差額金 △3,053 △3,053

為替換算調整勘定 △1,984 △1,154

評価・換算差額等合計 △5,328 △5,510

少数株主持分 223 193

純資産合計 57,735 60,760

負債純資産合計 117,987 106,504
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 68,426 72,554

売上原価 47,056 49,165

売上総利益 21,370 23,389

販売費及び一般管理費 25,927 25,111

営業損失（△） △4,557 △1,722

営業外収益

受取利息 76 29

受取配当金 58 59

その他 156 159

営業外収益合計 290 247

営業外費用

為替差損 180 820

その他 87 151

営業外費用合計 267 971

経常損失（△） △4,534 △2,446

特別損失

投資有価証券評価損 8 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 18

特別損失合計 8 18

税金等調整前四半期純損失（△） △4,542 △2,464

法人税等 152 309

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △2,773

少数株主利益 124 64

四半期純損失（△） △4,818 △2,837
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

(株)日立メディコ(6910) 平成23年３月期　第３四半期決算短信

- 7 -


